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<H17-3-A：解答>  

高さを求める測量には直接水準測量と ア 間接水準測量がある。 

後者には イ 三角水準測量や渡海(河)水準測量などがある。 

高さの基準は ウ 平均海面であり、この基準面を実現するために我が国では エ 日本水準原

点を設置している。 

解答：３ 

<H17-3-B：解答>  

 

１．間違い。埋設後一週間程度もしくは最低でも24時間以上経過してから行う。 

２．間違い。標識設置前に敷地所有者又は管理者から設置許可を得る。 

３. 間違い。観測着手前及び作業期間中は点検調整を省いてはいけない。 

４．間違い。電子レベルでなくとも標尺下部20cm以下は読定してはならない。 

５．正しい。 

解答：５ 

<H17-3-C：解答>  

※ 各方程式に重量をかける。    重量を整数化      重み付き観測方程式とする 

(1)Vap＝  Xp     -0.342 P=1/2.5 → P=4 (1)Vap’＝ 4Xp     -1.368   

(2)Vbp＝  Xp     -0.351 P=1/5.0 → P=2 (2)Vbp’＝  2Xp     -0.702 

(3)Vcq＝      Xq -0.369 P=1/10.0 → P=1  (3)Vcq’＝     Xq -0.369 

(4)Vqp＝[1]Xp [-1]Xq +0.020 P=1/5.0 → P=2 (4)Vqp’＝ 2Xp  -2Xq +0.040 

観測方程式の係数は１、－１のどれかになるが、(4)式はＱ→Ｐの方程式だから「Ｐ－Ｑ」とならねばならない。 

また、表中の高低差から(4)式の定数となることを確認する。 

※ 各未知数毎にまとめて標準方程式を編成すると 

Xpに関する式(1)＋(2)+(4) [8]Xp  [-2]Xq -2.030 

Xqに関する式(3)-(4)    [-2]Xp   [3]Xq -0.409 

式の係数は対角([8],[3])に対して対称になる([-2])が、これはガウスの解法の特徴でもある。 

解答：３ 

<H17-3-D：解答>  

標尺補正の一般式は ΔC＝｛C0＋(T－T0)α｝Δh である。 

C0＝＋5μm、T＝25℃、T0＝20℃、α＝1μm/℃、Δh＝30.2528mとすると307μm≒0.3mm、 

T＝20℃、Δh＝21.5601mを代入すると108μm≒0.1mmとなる。 

A→C区間の観測高低差：Δh1＝＋30.2528m＋0.0003m＝＋30.2531m 

C→B区間の観測高低差：Δh2＝－(21.5601＋0.0001m)＝－21.5602m 

ここで既知点間比高と観測高低差を比較すると 

ΔH=Hb－Ha＝＋8.6941m 、Δh1＋Δh2＝＋8.6929m ∴δ＝＋0.0012m 

となり閉合しない(該当する解答肢がない)ので重量あたりの補正を入れる。 

∴ Hc＝Ha＋Δh1＋2δ/3＝133.0000m＋30.2531m＋0.0008m＝163.2539m 

∴ Hc＝Hb－Δh2－1δ/3＝141.6941m＋21.5602m－0.0004m＝163.2539m(検算) 

※ なお、問題文は「水準点の標高」となっており成果算出を求めていると思われる。 

解答：４ 


